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１
９
９
５
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
今
年
で
19
年
目
を
迎
え
る
。
神
戸
大
と
神
戸

商
船
大
（
現
海
事
科
学
部
）
で
は
学
生
や
教
職
員
ら
50
人
が
亡
く
な
っ
た
。
震
災
後
に
生
ま
れ
た
世
代
が
大
学

に
入
学
し
始
め
た
現
在
、
学
生
の
間
で
震
災
の
記
憶
は
薄
れ
て
き
て
い
る
。
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
学

生
は
多
い
が
、
震
災
は
過
去
の
も
の
と
い
う
声
も
あ
る
。
支
援
活
動
を
行
う
学
生
、
遺
族
も
風
化
を
実
感
し
て

い
る
。
し
か
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
は
復
興
を
め
ぐ
る
多
様
な
問
題
に
今
な
お
直
面
し
て
い
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
東
日
本
大
震
災
の
復
興
や
予
測
さ
れ
て
い
る
数
々
の
大
型
地
震
に
生
か
す
た
め

に
も
、整
備
さ
れ
た
神
戸
か
ら
は
見
え
に
く
い
「
い
ま
」
に
迫
る
。　
　
　
【
井
沼
睦
・
鈴
木
太
郎
・
田
中
謙
太
郎
】

大
学
と
の
関
わ
り
知
ら
れ
ず

六
甲
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
昨
年
の
慰
霊
祭
の
様

子
。一
般
学
生
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

薄
れ
ゆ
く
記
憶

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
神
戸
大
生
を

対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
紙

媒
体
を
通
じ
て
行
い
、
１
７
７

人
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
「
神
戸
大
入
学
後
に
震
災
へ

の
意
識
が
変
わ
っ
た
か
」
と
い

う
問
い
に
対
し
、「
特
に
変
わ

ら
な
い
」「
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
」
と
し
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ

震災特集２０１４

45
％
、
16
％
と
合
計
で
６
割
に

達
し
た
。
神
戸
大
と
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
関
わ
り
に
つ
い
て

も
認
識
の
低
さ
が
顕
著
に
表
れ

た
。
50
人
の
犠
牲
者
が
出
た
こ

と
を
知
っ
て
い
た
の
は
18
％
、

六
甲
台
と
深
江
の
両
キ
ャ
ン
パ

ス
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
慰
霊
祭

に
つ
い
て
は
10
％
前
後
の
認
知

に
と
ど
ま
る
一
方
、
全
て
の
項

目
を
「
知
ら
な
い
」
と
す
る
回

答
も
全
体
の
３
分
の
１
に
上
っ

た
。　

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験

者
は
全
体
の
６
割
に
あ
た
る

１
０
８
人
。
う
ち
６
人
は
身
内

に
死
者
が
出
た
り
避
難
所
生
活

を
送
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受

け
て
い
た
。
し
か
し
経
験
者
の

86
％
は
当
時
の
こ
と
を
「
全
く

記
憶
し
て
い
な
い
」「
あ
ま
り

記
憶
し
て
い
な
い
」
と
し
た
。

震
災
を
意
識
す
る
機
会
自
体
は

全
体
の
65
％
が
「
時
々
あ
る
」

「
よ
く
あ
る
」
と
答
え
、
そ
の

機
会
の
多
く
は
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
の
も
の
だ
っ
た
。
東
日
本

大
震
災
の
支
援
経
験
か
ら
阪

神
・
淡
路
の
こ
と
を
意
識
し
始

め
た
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
19

年
。
被
災
地
神
戸
で
生
ま
れ

育
っ
た
学
生
、
震
災
支
援
を
続

け
る
学
生
は
着
実
に
進
む
風
化

に
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。

　

田
代
将
伍
さ
ん
（
発
達
・
２

年
）
は
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
神
戸
市
長
田
区
で
生
ま
れ

育
っ
た
。
発
災
当
時
１
歳
で
記

憶
は
無
い
が
、
家
族
や
学
校
の

先
生
か
ら
繰
り
返
し
被
災
体
験

を
聞
い
て
い
る
。
小
中
高
で
は

熱
心
な
震
災
教
育
を
受
け
た

が
、
神
戸
大
で
は
震
災
関
連
の

授
業
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思

う
と
い
う
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
１

月
17
日
に
な
る
と
神
戸
の
友
人

た
ち
は
震
災
に
つ
い
て
た
く
さ

ん
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。
で
も
他

神大生
アンケート

それぞれ
の声

19
年
目
「
い
ま
」
何
を
思
う

の
地
域
で
育
っ
た
友
人
は
違

う
」。
他
県
の
人
か
ら
見
た
１
・

17
は
、自
分
に
と
っ
て
の
広
島
・

長
崎
原
爆
の
よ
う
な
教
科
書
上

の
出
来
事
だ
と
感
じ
る
。「
僕

ら
神
戸
っ
子
も
被
災
経
験
が
無

い
人
が
増
え
て
い
る
。
１
・
17

を
知
ら
な
い
世
代
が
次
の
世
代

に
教
訓
を
語
り
継
ぐ
こ
と
は
か

な
り
難
し
い
と
思
う
」。

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
灘
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
・

Ａ
・
Ｃ
）」
は
、
被
災
者
ら
が

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
生
死

を
さ
ま
よ
っ
た
被
災
者
、
そ
し

て
我
が
子
を
亡
く
し
た
遺
族
。

１
・
17
の
当
事
者
た
ち
は
、
風

化
を
日
々
痛
感
し
な
が
ら
生
き

て
い
る
。
19
年
の
月
日
が
経
過

し
た
「
い
ま
」
に
何
を
思
う
の

か
。

　

１
９
９
２
年
に
工
学
部
を
卒

業
し
た
碓
井
和
貴
さ
ん
は
、
地

震
発
生
直
後
自
宅
ア
パ
ー
ト
で

生
き
埋
め
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
近
隣
の
人
に
助
け
ら
れ
、

九
死
に
一
生
を
得
た
。
避
難
所

と
な
っ
た
神
戸
大
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
奔
走
し
、
現
在

も
阪
神
・
淡
路
に
つ
い
て
の
語

り
部
活
動
を
行
っ
て
い
る
。「
災

害
の
記
憶
が
風
化
す
る
の
は
当

た
り
前
」
と
碓
井
さ
ん
。
震
災

か
ら
５
年
以
上
た
っ
て
か
ら
、

世
間
か
ら
の
疎
外
を
痛
感
し
た

と
い
う
。
そ
れ
で
も
「
東
日
本

大
震
災
の
後
は
語
り
部
の
話
に

耳
を
傾
け
る
人
が
増
え
た
」と
、

新
た
な
災
害
か
ら
阪
神
・
淡
路

を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
も
感

じ
て
い
る
。

　
「
被
災
者
の
中
で
も
分
断
が

あ
る
」
と
話
す
の
は
、
神
戸
大

生
だ
っ
た
娘
の
志
乃
さ
ん
（
当

時
＝
発
達
・
２
年
）
を
震
災
で

亡
く
し
た
上
野
政
志
さ
ん
。
娘

の
供
養
の
た
め
被
災
現
場
に

作
っ
た
ほ
こ
ら
は
、
数
年
前
何

者
か
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。「
震
災
の
こ
と
を
煩

わ
し
い
と
感
じ
て
い
る
人
も
い

る
。
私
は
悲
惨
な
記
憶
を
語
り

継
い
で
い
き
た
い
の
に
」。
震

災
の
こ
と
を
語
る
の
は
、
教
訓

を
後
世
に
伝
え
、
同
じ
悲
劇
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
だ
。「
１
０
０
人
中
２
人
で

も
い
い
。
私
の
話
を
教
訓
と
し

て
生
か
し
て
く
れ
た
ら
」。
阪

神
・
淡
路
に
つ
い
て
の
講
演
会

で
壇
上
に
立
つ
た
び
、
そ
う

願
っ
て
い
る
。

復興問題は現在進行形

出口 俊一
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
に
発
足
し
た

民
間
研
究
機
関
「
兵
庫
県
震
災
復
興
研
究

セ
ン
タ
ー
」
事
務
局
長
の
出
口
俊
一
さ
ん

は
復
興
過
程
の
問
題
を
研
究
し
て
い
る
。

「
防
災
の
た
め
の
教
育
や
法
整
備
は
行
わ

れ
て
い
る
が
、
復
興
問
題
へ
の
対
策
は
不

十
分
」
と
指
摘
す
る
。

　

仮
設
住
宅
や
復
興
住
宅
で
の
孤
独
死
は

２
０
１
３
年
１
月
ま
で
に
１
０
１
１
人
に

の
ぼ
っ
た
。
被
災
者
向
け
の
借
上
公
営
住

宅
は
２
０
１
６
年
か
ら
順
次
返
却
を
迫
ら

れ
る
。
高
齢
者
や
低
所
得
者
な
ど
「
震
災

弱
者
」
の
そ
の
後
や
、
大
規
模
な
再
開
発

計
画
が
失
敗
し
た
長
田
区
の
問
題
な
ど
、

震
災
か
ら
19
年
た
っ
た
神
戸
に
は
ま
だ
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。 -

　

震
災
研
究
セ
ン
タ
ー
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
復
興
費
用
16
兆
３
千
億
円
の
用
途

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
兵
庫
県
と
神

戸
市
に
よ
る
「
創
造
的
復
興
戦
略
」
の
結

果
、
復
興
費
用
は
神
戸
空
港
や
高
速
道
路

な
ど
被
災
者
に
直
接
関
係
の
な
い
大
型
事

業
に
も
つ
ぎ
こ
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
調
査

を
も
と
に
、
東
日
本
で
も
同
様
の
問
題
が

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
り
報

道
さ
れ
た
。「
復
興
の
定
義
が
あ
い
ま
い

な
た
め
、
防
災
や
創
造
的
開
発
と
い
う
名

目
で
復
興
費
用
が
濫
用
さ
れ
る
。
阪
神
・

淡
路
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
」。

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
被
災

者
の
生
活
再
建
を
確
か
な
も
の
に
す
る

「
災
害
復
興
制
度
」
を
確
立
さ
せ
る
こ
と

を
出
口
さ
ん
は
目
標
に
し
て
い
る
。

　

若
い
世
代
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
興

味
を
持
ち
づ
ら
い
こ
と
は
当
然
だ
と
出
口

さ
ん
は
言
う
。「
風
化
す
る
こ
と
を
前
提

に
そ
こ
か
ら
の
回
復
を
考
え
た
い
。
教
育

機
関
が
防
災
・
復
興
教
育
を
小
学
校
か
ら

大
学
ま
で
の
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
る
べ

き
。
災
害
の
問
題
は
広
い
分
野
に
わ
た
る

の
で
ど
の
学
部
で
も
教
え
ら
れ
る
」。

震
災
と
向
き
合
う
学
生

「
進
む
風
化
を
実
感
」

被
災
者
と
遺
族

「
そ
れ
で
も
語
り
継
ぐ
」

暮
ら
す
復
興
住
宅
で
15
年
間
支

援
を
続
け
て
い
る
。
近
年
は
自

治
体
や
企
業
か
ら
活
動
助
成
金

を
得
る
の
に
苦
労
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
大
坪
恭

子
さ
ん
（
農
・
３
年
）
は
「
時

間
が
た
て
ば
意
識
は
薄
れ
る
。

自
分
も
支
援
で
関
わ
る
人
た
ち

を
通
し
て
初
め
て
１
・
17
を
身

近
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
話
す
。
自
身
は
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
も
支
援
活
動
を

行
う
が
、
仮
設
住
宅
や
復
興
住

宅
で
の
人
々
の
孤
立
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
神
戸

の
と
き
と
全
く
同
じ
だ
。「
結

局
、
教
訓
っ
て
生
か
さ
れ
て
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」。

復興住宅で続くお茶会活動（2013 年 12 月 7 日・
県営岩屋北町住宅で　撮影＝田中謙太郎）

＜あなたにとって阪神・淡路大震災とは？＞
※（）内は発災時の年齢と居住地

・ごくたまにトラウマとしてよみがえる（5歳・兵庫県西宮市）
・被災記憶はないが、避難生活や震災教育を通しおおまかなイメージを持って
いる。「震災」といえば 3.11 より 1.17 がまず思い浮かぶ（0歳・兵庫県神戸市）
・直接経験はないが、親しい人が苦しんでいる。いろんな意味で終わっていな
いもの。いつしか自分の大学生活と関係するものになった（1歳・岐阜県）
・東日本大震災のボランティアを通じて初めて考えるようになった（2歳・大
阪府）
・歴史上の出来事というイメージ。3.11 などで印象が薄れた（2歳・滋賀県）
・本当は語り継いでいくべきなのに、記憶がないので何もできない。そんな過
去の出来事（2歳・兵庫県神戸市）
・神戸の大学に通っている割にどうも遠い存在（0歳・大阪府）

　アンケートの全ての設問と回答はニュースネットホームページに掲載します
（集計期間：2013 年 12 月 18日〜 29日）

問 . 神戸大と阪神・淡路大震災の関わりについて知っている項目
を選択してください（複数選択可）　　

1. 神戸大と神戸商船大で
学生・教職員 50 人が亡くなったこと

　　　　2. 神戸大が臨時の避難所になったこと
3. 社会科学系図書館に「震災文庫」があること
4. 六甲台キャンパスで

5. 六甲台キャンパスに

6. 深江キャンパスで

　　　　　　　　　　　　　　7. 全て知らない

１月 17 日に慰霊祭があること

犠牲者を追悼する慰霊碑があること

１月 17 日に慰霊祭があること

0

18％ (31人）
39％ (67 人）
38％ (66 人）

11％ (20人）

16％ (27 人）

4％ (7人）
34％ (59人）

※設問回答者 174 人

兵庫県震災復興研究センター

さん

センターの事務所は長田商店街の
住民から借りた小さな平屋だ

残
る
復
興
課
題

阪神・淡路大震災から 19 年

100(%)50  


